
77-244577-1 2 1 2

77-1212

77-4141

77-0144

77-2737

77-1 162

77-0100

77-1213

77-1681

77-2216

77-2738

77-3328

77-2360

77-1214

77-2839

77-2241

77-51 13

77-2424

77-2366

080-8392-0073 090-5128-3440

0120-2589310120-063931

2022.8 第 303 号

女性部バレーボール大会女性部バレーボール大会



すくらむ 8 月号 .NO.303

—1—

理事会議案及び内容について
　６月 23 日　定例理事会 議案及び内容について

議案第１号　県域ＪＡ構想に関する基本合意について

〇県域ＪＡの設立に向けて、協議を続けることに合意するものです。

　【報告事項】

・みのり監査代替的調査の総括について

・再発防止策（兼整備計画）取組状況報告書について（令和４年５月分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　全議案が可決、承認されました。

ＪＡ綾町農業経営者組織協議会　会員の皆様へ

年金友の会会員の皆様へ

令和４年１月～６月分
現金出納帳の締切日

令和４年７月 29 日（金）16 時締切です。
収入保険加入者は毎月提出をお願い致します。

　ＪＡバンク年金友の会各種県大会につきまして、毎年、グランドゴルフ大会を

10 月、ゴルフ大会を 11 月に開催予定としておりましたが、昨年に引き続き、令

和 4年度も中止となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　事務局　金融共済課　西　連絡先　77-1213

お知らせ
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　ＪＡ綾町青年部がお米体験学習を行ってい

る綾小学校の５年生が、夏野菜の収穫・販売

をしました。先生方の地域の農業のことや農

家のやりがいや苦労、収穫の喜びを知っても

らいたいという考えのもと、５月中旬に定植

を行い、児童自ら圃場へ足を運び、手入れや

水やりを続けてきました。

　児童は３組に分かれ７月 11 日・13 日・15

日の朝に野菜を収穫し、学校で袋詰めを行い、

綾町ほんものセンター前にて販売しました。

　野菜とともに並べられた手作りのチラシや

ポップには、自分たちで考えたセールスポイ

ントやレシピが書かれており小学生の工夫が

みられました。

　当日は保護者や一般客が集まり、収穫した商品は瞬く間に完売となりました。

　ほんものセンター前には児童らの呼び込みの元気な声が響いていました。

野菜の育成から販売までを知る！！
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令和４年６月期子牛セリ市結果
　７月９日～ 10 日の２日間、ＪＡ宮崎中央家畜市場に於いて開催されました。

　今回のセリ市には、綾町より雌子牛 46 頭、去勢牛 51 頭、合計 97 頭が上場致しました。	

　セリ市につきましては、前回に比べて 26,460 円安くで取引されました。

　畜産基盤維持の為に生産性向上並びに母牛更新が必要になりますので、優良繁殖雌の保留と導入に努めましょ

う。購買者も宮崎中央家畜市場（綾町）特有の血統を望んで購買に来られますので、期待に沿えるように指定交

配を遵守し、耕富士・富久竜・満天白清中心の母牛群を構築できるように御協力下さい。

綾町価格

性　別 1日目 2日目 全体平均 市場平均 差額

雌 491,784 458,370 477,256 519,305 -42,049

去　勢 657,316 550,803 603,015 625,978 -22,963

平　均 572,927 510,615 543,377 579,834 -36,457

３町比較

性　別 綾　町 国富町 差　額 高岡町 差　額

雌 477,256 562,356 -85,100 490,669 -13,413

去　勢 603,015 617,389 -14,374 628,444 -25,429

平　均 543,377 594,635 -51,258 559,556 -16,179

価格対比

性　別 前　回 差　額 前年同期 差　額

雌 544,793 -67,537 664,164 -186,908

去　勢 645,741 -42,726 783,695 -180,680

平　均 599,387 -56,010 722,471 -179,094

キャトルステーション

性　別 頭　数 平　均 １日増体

雌 19 471,378 0.85

去　勢 21 614,847 0.98

平　均 40 546,700 0.92

令和４年７月（めす）【種雄牛別】 令和４年７月（去勢）【種雄牛別】

順位 種雄牛 平均体重 平均日齢 平均価格

1 二 刀 流 275 295 632,683

2 耕 富 士 278 286 605,856

3 富 久 竜 269 289 549,083

4 清 正 秀 279 284 550,550

5 秀 百 合 久 271 286 545,600

6 宗 守 富 士 290 276 532,767

7 福 晴 茂 280 281 518,575

8 満 天 白 清 271 283 499,232
9 清 福 姫 287 294 498,300

10 神 照 栄 267 287 486,837

順位 種 雄 牛 平均体重 平均日齢 平均価格

1 秀 百 合 久 314 266 781,275

2 耕 富 士 307 271 781,248

3 二 刀 流 316 268 735,350

4 宗 守 富 士 303 256 688,129

5 第 ５ 安 栄 304 266 672,100

6 清 正 秀 294 268 667,578

7 勝 光 美 293 265 647,400

8 神 照 栄 303 274 628,375

9 福 晴 茂 300 267 644,700
10 富 久 竜 298 269 584,513

令和４年７月（めす）【母牛別】 令和４年７月（去勢）【母牛別】

順位 母 牛 系 統 平均体重 平均日齢 平均価格
1 満 天 白 清 269 292 539,786

2 耕 富 士 264 281 534,421

3 秀 菊 安 268 282 527,550
4 富 久 竜 280 284 521,813
5 美 穂 国 283 284 503,983

6 忠 富 士 271 283 482,625
7 勝 平 正 272 285 482,300

順位 母 牛 系 統 平均体重 平均日齢 平均価格
1 耕 富 士 295 271 661,061

2 満 天 白 清 297 276 652,575

3 秀 菊 安 294 275 645,594
4 美 穂 国 300 268 633,426
5 富 久 竜 282 263 598,125

6 勝 平 正 294 271 594,670
7 忠 富 士 291 267 576,512
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令和４年６月期綾町子牛品評会

　　令和４年６月 16 日（木）にＪＡ宮崎中央家畜

市場にて、8 月期子牛品評会が開催されました。　

品評会には、各地区自慢の子牛を出品し、序列を

競い合いました。今回の品評会は雌牛 24 頭で審査

が行われ、綾町からは、２頭出品致しました。結

果については右記の通りです。

雌　牛　の　部

等　級 氏　名 血　統

1等賞 佐藤　信昭 勝光美 × 秀菊安 × 美穂国 × 忠富士

2 等賞 竹内　一弘 耕富士 × 秀正実 × 忠富士 × 福桜

　生産者の皆さん毎日の作業お疲れ様です。肥培管理はもちろんですが、気温が高い日が続いていますので、
体調管理にも充分に注意し、作業を進めてください。

　　１.日向夏の管理
　　１）水管理
　　　　��　夏季に乾燥が続く場合や、傾斜地・耕土の浅い土地などの乾燥しやすい園地では定期的にかん水を

実施して下さい。また、かん水設備の無い園地は、梅雨明け前に敷きワラ、敷き草を行い土壌の水分
蒸散及び養分の流出を防ぐ様にします。

　　　　�　土壌が乾燥状態となると、果実肥大が不良となりホウ素欠乏等の微量要素欠乏も発生しやすくなる
ので注意が必要です。

　　２）葉面散布の実施
　　　　　品質向上、果実肥大のため、葉面散布を実施します。
　　　　　品質向上…パワフルグリーン２号（８月まで）　　800 倍　
　　３）夏季剪定
　　　　��　剪定が不十分な園地では補足的な剪定を実施します。方法は内部まで十分に光が当るように間引き

剪定を行って下さい。太い枝の切口については処理を行って下さい。アルミホイルを被せておくと新
梢の発生を抑えることが出来ます。

　　４）病害虫駆除
　　　　　８月より袋掛けを行いますが、袋を掛ける際はハダニの防除を徹底しましょう。

　�　２.スイートスプリングの管理
　　１）病害虫防除
　　　　��　かいよう類似症については、銅欠が要因の一つと考えられています。そのため、予防散布は必ず実

施して、発症を抑えましょう。
　　　　　台風襲来時は通過前に必ず散布して下さい。
　　

　�　３.台風対策
　　　これから台風の時期となります。事前に対策を行い、被害を抑えましょう。
　　　―対策―
　　　・排水溝や土どめ対策を整備し、階段の崩壊や土砂の流出・流入を防ぐ。
　　　・幼木、若木や高接ぎ樹などは太い竹で支柱を立て結束する。
　　　・防風林の補強手入れを行う。
　　　・台風通過後は、かいよう病等の防除を実施する。

　※農薬の使用については、使用基準（適用作物、使用倍数、使用回数、収穫前使用日数等）を守り、近隣作
物への飛散にも十分注意して散布してください。

果樹園の管理

病害虫名 使用薬剤 使用倍数 使用方法

かいよう病
Ｚボルドー 500 倍

混用散布
バイカルティ 1000 倍

病害虫名 使用薬剤 使用倍数 収穫前日数

７月中旬
コナカイガラ

黒点病
ダントツ（溶）
ペンコゼブ（水）

2000
600

前日
90 日

１回目
ハダニ
黒点病

カイガラムシ

カネマイト（フ）
ペンコゼブ (水 )

トランスフォーム（フ）

1000
600
2000

７日
90 日
前日

２回目 ハダニ ダニゲッター (フ ) 2000 前日
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　今年は梅雨明けも早く、夏本番になるにつれ害虫発生が多くなってきます。例年カメムシ・ウンカ類の発生

は見られます。出荷米の品質・等級向上に繋げるためには圃場の発生状況を確認しつつ、適期防除に努めて下

さい。

■ウンカの仲間

　ウンカの種類には「セジロウンカ」「トビイロウンカ」「ヒメトビウンカ」と 3 種類あり、6 月～ 7 月

に梅雨前線気流に乗ってアジア大陸から飛来してきます。体長は約 4 ～ 6 ｍｍぐらいで見た目はセミの

ようであり、繁殖力が旺盛であり稲の葉や茎より吸汁をし稲を枯らしたり、イネ縞葉枯病などのウイル

ス病を媒介します。被害が大きいと圃場内に穴が空いたように枯れはじめ、最終的には圃場全体が枯れ

てしまいます。

　また、多発すると近隣圃場への２次被害となりますので、適期防除は必須となります。

　８月上旬と、その後の穂揃い期を目安に圃場の確認を行い、防除をお願いします。

　（中部地区水稲栽培暦参考）

　８月上旬　スタークル粒剤　　　使用量：３ｋｇ /10 ａ　使用時期：収穫７日前まで	

　穂揃い期　スタークル液剤 10　　使用倍数：1000 倍　使用時期：収穫７日前まで

■いもち病

　県下全域においていもち病の発生が増加傾向となっています。圃場を入念に見回って頂き、少しでも

発生が確認された場合には、治療効果のある茎葉散布剤を防除して下さい。

　上位葉への葉いもちの発生は、穂いもちの発生源になりますので、穂いもちの発生が懸念されるよう

であれば、穂揃い期の７～ 10 日後にも追加防除を行って下さい。

　　ビームバリダゾル　使用倍数：1000 倍　　使用時期：収穫 14 日前まで		 	 	 	

　　　　　　　　　　　（紋枯れ病同時防除可能）

　　ビームゾル　　　　使用倍数：1000 倍　　使用時期：収穫７日前まで		 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	

■普通期水稲について

　６月下旬頃の田植えでは、８月上旬頃が穂肥の時期です。幼穂１ｃｍ頃が適期です。葉色を見ながら

施肥量は調整しましょう。基本はＢＢ追肥２号 10 ｋｇ /10 ａです。また、一発剤を施用している場合

は基本的には追肥の必要はありません。

　圃場の水管理は穂ばらみ期頃までは間断潅水、その後はしばらくは常時湛水です。

■圃場をこまめに観察頂き、病害虫の早期発見及び適期防除に努めましょう。

■圃場周辺の畦畔除草の徹底も合わせてお願い致します。

水稲管理について

早期水稲について

～組合員の皆様のご協力をお願いいたします～

　農作業等で車両が汚れた際には、公道に出る前に、必ず泥を落としてから走行

するようにお願いします。道路に落ちた大きな泥のかたまり等は、通行の妨げに

なる恐れがあります。

　ご理解とご協力をお願い致します。

管理課
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　胡瓜生産者の皆様、毎日の管理作業お疲れ様です。８月のきゅうりの管理について以下の通りです。

１.) 雨よけ胡瓜栽培について

　雨よけ栽培はハウス内の高温を避けるためにこまめな換気の徹底と遮光を行っていきましょう。また、潅水

量不足にならないよう土壌の状態、樹の状態を見て、潅水間隔を決めましょう。乾燥することで病気の発生だ

けでなく果形の乱れにも影響します。

　整枝作業については一斉に行うのではなく、こまめに行いましょう。どうしても混みすぎる場合は摘葉を中

心に行い通気性のよい環境にしましょう。混み合っている場合で、側枝の動きが悪い場合については摘み急が

ないようにしましょう。

２．）露地栽培について

　露地栽培では、晴れの日が続くと圃場の乾燥が考えられますので十分潅水を行う必要があります。また、実

の肥大が速く、連続で肥大している場合は着果負担を樹にかけないよう摘果するなどし対策を行っていきま

しょう。

　整枝作業についてはできるだけ混みあう所を優先に摘葉し、通気性の良い状態にしていきましょう。

３.）抑制胡瓜について

　抑制胡瓜について、早い方は定植時期に入ります。定植をされる方につきましては、定植前の十分な潅水を

数回に分けて行い、定植後の潅水についてはやや抑えぎみにし、定植後は萎れが激しく出る場合もありますの

で通路潅水等も検討していきましょう。

　ハウス内の高温にも配慮し、換気を適度に行いましょう。

　太陽熱消毒後は定植10日前にはマルチをはいでおきましょう。マルチを剥いだ後、雑菌が入る前にインプレッ

ションやボトキラー等の散布するのも効果的です。

　また、葉面散布や発根剤を使用するなどして草勢の維持に努めましょう。

　※葉面散布はできるだけ上位葉を中心に散布を行いましょう。

　※摘芯や摘葉を後は一時的に根が弱まる傾向があります。その頃の葉面散布に効果が期待できます。

　※発根剤の使用についてですが、リン酸が多く含まれており土壌に残りやすくなっています。発根剤の過剰

な施用は控えましょう。

５.) ウイルスを媒介する害虫について

　スリップス・コナジラミ類が年々増加傾向にあります。ウイルスを媒介する害虫については十分防除を行い

ましょう。

　スリップスについては、中部地区管内での調査でスリップスによる被害が多く見られていました。被害は個

人差がありますが、ローテーション防除やハウス内に持ち込ませない対策を行いましょう。

　コナジラミについては黄化病ウイルス媒介するオンシツコナジラミと、退緑黄化病媒介するタバココナジラ

ミの２種類がいます。両種とも口針によって吸汁した植物にウイルスを媒介します。

スリップス、コナジラミの入る隙を作らないよう、防虫ネットへの薬散の検討、防虫ネットの破れがないか再

度確認なども行いましょう。

６．）胡瓜黄化えそ病発生状況・黄化えそ対策について

　作終了後圃場内の片付けをされる際の、これからの残渣の持ち出しには十分気をつけていただきますようお

願い致します。

（作終了前・作終了後のスリップス対策）

①作終了前まで重点防除（ローテーション防除）を行い、圃場内スリップスの密度低減に努めてください。

②摘葉・摘芯・摘果・つる等の胡瓜残渣を圃場外に持ち出す場合は、残渣をビニールで必ず被覆してください。

　圃場から離れた所に残渣を捨てる場合については移動の際の被覆と現地での被覆を必ずお願いします。

※作終了後は必ず 20 日程度蒸し込み・重点防除を行い、半枯れ状態では不十分ですので胡瓜が十分枯れた状

態で片付けを行ってください。

きゅうりの管理について

葉面散布 パワフルグリーン２号 500 ～ 1000 培

ベストⅡ 500 ～ 1000 培

発根剤 新ＲＢパワー ２ℓ/10 ａ
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　暑い日が続き、毎日の天気や気温が急激に変化し、体調を崩し易い時期です。

本年は梅雨明けが早く、暑い日も多いうえに天候が安定せず、夏場の収穫や秋作の準備等、管理作業が計画通

りに進まないことと思います。

毎日の気象情報等をこまめに確認して、計画的に管理・作業を行って下さい。

暑さが続き疲れ易い時期です。体調にも留意して下さい。

今後の管理
　台風や大雨による排水不良が作付の準備や生育初期に大きく影響しています。

　８～９月は台風の発生・接近が増える時期です。

　台風の接近や通過に伴う大雨や強風、通過後の高温・乾燥などに備え、いつでも対応ができるよう準備を進

めておきましょう。

　近年、排水不良による圃場の中での腐敗が増えているように感じます。１回の降雨量が多く、排水が間に合

わず圃場内に長時間水が溜まっている所も見られます。

　降雨量が多いときは圃場の排水状況を確認し、排水溝や排水口の設置を行い、水はけを良くして下さい。

　連作による収量・品質の低下が顕著に見られる圃場も増えています。休みの圃場では土壌診断、緑肥の作付

や有機物の施用による土作り、可能なら湛水や陽熱処理による草・土壌病害虫対策も行いましょう。

　高温・乾燥が続くとアブラムシ、スリップス、ダニ、ヨトウムシ等が多発します。圃場内外の除草や植付に

は十分な空間を確保し、通風を図る等対策を行って下さい。

　　○アブラムシ

　　～シルバーテープの設置（反射する光を嫌い、作物への寄生が抑えられる）

　　○ヨトウムシ

　　～フェロモントラップの設置（雄成虫の捕獲により繁殖を抑える）

　　※２ヶ月に１度フェロモンを交換して下さい。

　　○ダニ・スリップス

　　�～葉や茎に寄生します。作物の生育が良く極わずかな発生なら生育への影響は少ないですが、繁殖が旺盛

で多発後の対策は困難です。高温・乾燥が続く場合にはご注意下さい。

※高温・乾燥が続くと害虫が発生し易くなりますので、畑かんがある圃場ではスプリンクラー等で散水し、乾

燥を防ぐことも１つの対策になります。

　芋の肥大が旺盛になる頃で、晴天が続き土壌が乾燥すると、土壌水分が不足します。里芋は乾燥害による減

収と品質の低下が著しい為、灌水（散水）が可能な圃場では５～６日間隔で灌水（散水）を行って下さい（１

回の灌水（散水）目安量 20 ～ 30 ㎜程度）。

　ヨトウムシ・アブラムシ・ダニ等の発生も増えます。発生前～初期での対策を行って下さい（産直契約出荷

分は化学農薬の使用はできません）。

　産直契約分は、８月中旬から収穫・出荷が始まります。石川早生は、８月末が収穫適期にあたる為、収穫が

遅れると品質が低下します（割れ芋や水晶芋等の発生・増加）。

　里芋疫病による被害が拡大する時期です。発生・拡大し易い条件が揃い易い為、確認と注意をお願いします。

　　　里芋疫病　薬剤による防除

※契約や出荷先の使用農薬の指定で使用できない場合がありますので、ご注意下さい。

　使用する際は、事前にラベルを十分確認し、使用基準は必ず守って下さい。

　アミスター２０フロアブル、ダイナモ顆粒水和剤は連続使用により耐性菌が発生し易くなりますので、ご注

意下さい。

露地野菜生産者のみなさまへ

里　　芋

製剤名 希釈倍数 使用時期 本剤の使用回数 効果

ジーファイン水和剤 1,000 倍 収穫前日まで ― 予防

ペンコゼブ水和剤 500 倍 収穫 7日前まで 2回以内 予防

アミスター 20 フロアブル 2,000 倍 収穫 14 日前まで 3回以内 治療

ダイナモ顆粒水和剤 2,000 倍 収穫 21 日前まで 3回以内 治療
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　株元の濡れやすい部分や地際の雨のはね返りから感染・拡大しますので、株元までしっかり散布しましょう。

　雑草が繁茂している圃場は通風が悪く、過湿による発生・拡大が助長される事例もありますので、除草によ

り通風を図って下さい。曇雨天で高温・多湿が続く時が要注意です。　

　野良生えの里芋も疫病の発生源になる可能性があります。野良生えの里芋がある場合は、早急に処分（里芋

の葉や茎が地表に出ないよう鋤き込むか、埋める）をお願いします。

　疫病は防除が困難なのみならず、次年作にも確実に影響を及ぼします。発生前からの予防的対策をお願いし

ます。ご不明な点がございましたら、ご連絡下さい。

　極端な天候の変化による生育の不良が見られます。高温・乾燥が続くと病害虫の発生・被害が増加します。

圃場内外の除草や害虫の捕殺など対策を行って下さい。

　定植後 40 ～ 50 日が初期生育の旺盛な時期になります。土寄せと同時に追肥を行いましょう。1 回目の土寄せ

から 20 ～ 30 日間隔で、除草も兼ねて土寄せを行って下さい。

　除草が遅れ、徒長し草勢が低下している所は台風や大雨による被害を受け易くなります。

早期の草勢回復に努めて下さい。

　葉先が白くなるのは乾燥とスリップスの害と考えられます。灌水（散水）で抑えることができる場合があり

ます。

　出荷時には軟白部分が 30 ㎝以上を目標に管理をお願いします。

　播種日は収穫・出荷に影響しますので、計画した期日内に必ず播種を行って下さい。人参の発芽は天候に大

きく左右されます。土壌が乾燥していると発芽率が低下し、生育も不揃いになる為、播種前の土壌水分は十分

に確保して下さい。

　播種後の覆土は浅くし、軽く鎮圧して下さい。高温・乾燥による発芽・生育不良が多い為、夕方から夜間の

スプリンクラーによる散水を実施して下さい。高温が続く場合は、気温の下がる夕方からの散水や播種が良い

ようです。　　

　雨が多い場合は排水溝や排水口を設置し、圃場外に排出して下さい。

※播種や定植は、暑い日中を避け、夕方行いましょう。地温が上がる時間帯に行うと、発芽不良や根傷みの原

因となります。できるだけ土壌水分を確保し、活着を促進して下さい。播種・定植後灌水（散水）ができる圃

場は積極的に行いましょう。

秋冬の作付けの前に土壌分析を行いましょう

　土壌の状態を確認するために、土壌分析を行って下さい。作物の生育が思わしくない圃場は特に実施をお願

いします。

　土壌中に残っている肥料を確認し、適切な施肥を行いましょう。養分バランスの崩れによる病害虫の発生、

生育障害等問題が発生していますので、必ず分析を行ってからの施肥を心がけましょう。

　分析には、最低２週間かかりますので、早めの提出をお願いします。詳しい内容は開発センター、または生

産指導課までお願いします。

年に一度は緑肥作を

　ソルゴーの『つちたろう』や、クロタラリアの『ネマキング』がセンチュウ抑制に効果があると言われてい

ますが、圃場によりセンチュウよりも他の原因による被害も考えられます。

　じゃがいもに出る「ジャガイモそうか病」は、土壌消毒以外に手はないと言われていましたが、エンバクの『ヘ

イオーツ』が、ジャガイモそうか病抑制効果があるといわれています。

　春にじゃがいもを作付し、そうか病があった圃場では、ヘイオーツの作付けを推奨します。栽培期間はソルゴー

と同じで60日前後、草丈80㎝～出穂始頃がすき込み適期です。播種量は10ａあたり10～15ｋｇのバラ播きです。

作物の根に「こぶ」や「亀裂」、あるはずのない「線」などの発生をみたら必ず緑肥を作付しましょう。

連絡先…生産指導課　（77-2241）

白ねぎ

夏撒き人参
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すくらむ 8 月号 .NO.303

令和４年８月　主な行事 Ａコープ
廃プラ
受入日

１ 月 ちょっきり市

２ 火 第１２回全共宮崎県代表牛決定検査

３ 水 ポイント３倍デー 特別回収

４ 木

５ 金 週末特価市

６ 土　

７ 日

８ 月 成牛市 ちょっきり市

９ 火

10 水 ポイント５倍デー
ビニール

（塩ビのみ）

11 木 山の日 お盆のごちそう

12 金

13 土

14 日

15 月 ちょっきり市

16 火

17 水 ポイント３倍デー ポリ

18 木

19 金

20 土
子牛セリ
　夜市

ポイント５倍デー

21 日

22 月 ちょっきり市

23 火 子牛品評会

24 水 ポイント３倍デー
ビニール

（塩ビのみ）

25 木

26 金

27 土 大漁祭

28 日

29 月 肉の日＆ポイント５倍デー

30 火 ちょっきり市

31 水 　ポイント３倍デー ポリ


